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　 の各国における商標または登録商標です。
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運用・サポート体制

運用・サポート体制は下記の通りです。

電話・訪問対応

小学校
教　　員

フィールドサポート
リモートサポート
技術支援
（企業）

訪問対応

各メーカ

中学校
教　　員

プロジェクト
ＯＳＳ環境

管理・指示
（教育委員会情報教育推進室）

管理・指示

不具合等の問合せ・対応

リモート対応

教育委員会がすでに構築・運用しているサポート環境をベースに、OSS環
境においても教育委員会の管理・指示の下、教育委員会と企業が協力する
ことによりプロジェクト内にサポート要員を確保し、非OSS環境と同様の
サポートを提供します。

OSS・非OSSとも学校からの問合せ等は全て教育委員会情報教育推進室が窓
口となり、受け付けます。OSSについては情報教育推進室から、企業に対
し、指示・連絡があり、企業が対応します。

教育委員会が構築しているサポート体制については次ページ以降で説明し
ます。

運用・サポート
（教育委員会
情報教育推進室）

既存
非OSS環境

電話・訪問
リモート対応
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運用サポートメンバに必要なスキル

以下のようなメンバが　導入・運用・サポートに必要です。

※工数は、９月～２月のプロジェクト期間での工数。

　年間に換算した場合、授業支援分が授業時間に比例して増加する。

立場 主な役割 経験年数 経験・スキル 工数（人日）

-
教育委
員会

プロジェクトリーダ 15年目～

市役所・教育委員会にて、各種
データベース・システム導入、
パソコンシステム調達を担当。 20

要員B 企業
フィールドサポート

管理責任 10年目～
Linuxインストール、各種ソフ
ト操作、ネットワーク構築・管
理

9

要員B 企業
運用管理・研修管理

担当 10年目～

Linuxインストール、各種ソフ
ト操作、ネットワーク構築・管
理、プロジェクト管理者

15

要員C 企業 障害対応担当 5年目～

Linuxインストール、各種ソフ
ト操作、ネットワーク構築

12

要員C 企業 研修実施担当 5年目～

Linuxインストール、各種ソフ
ト操作、ネットワーク構築

10

要員D 企業 授業サポート担当 1年目～

linuxインストール、ソフト
ウェアのチェック、各種操作マ
ニュアル作成、各種ソフトウェ
ア操作講習
（教育情報化コーディネータ、
教員免許　取得者・経験者であ
れば、尚望ましい）

27

要員D 企業 授業サポート担当 1年目～

linuxインストール、ソフト
ウェアのチェック、各種操作マ
ニュアル作成、各種ソフトウェ
ア操作講習
（教育情報化コーディネータ、
教員免許　取得者・経験者であ
れば、尚望ましい）

27

工数合計 120



- 5 -

業務内容

導入・運用・サポート（研修含む）で以下のような内容が必要となります。

各要員に必要なスキルは前ページを参照ください。

※前ページの教育委員会プロジェクトリーダの工数はこちらの表には含まれていません。

サービスメニュー サポート内容
主な
担当要員

工数
(人日）

ネットワーク管理 校務システムのユーザＩＤ作成、メンテナンス等 要員B 3

要員B 1

要員C 6

データ管理 サーバデータのバックアップ等 要員C 6

管理者 障害対応・問合せ対応支援・管理　等 要員B 1

ハードウェア、ソフトウェ
アの障害対応

障害対応・問合せ対応　等 要員C 12

管理者 研修会立案・進捗管理 要員B 1

学校別活用研修
OS・校務システム等の操作・活用方法に関する学
校毎の研修

要員C 4

個別活用研修 希望者に対する個別研修 要員C 4

環境構築研修
情報教育推進室・各校の情報教育担当向けの環境
構築・運用研修

要員C 2

管理者 実践授業事前打合せ、進捗管理 要員B 6

授業サポート 授業サポート・機器貸し出し等 要員D 54

合計 100

児童・生徒用PCのセキュリティアップデート等運用・管理

授業サポート

教員等研修支援

障害対応

ＰＣ・サーバ環境管理
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授業サポートの流れ

StepStep１　申し込みの連絡１　申し込みの連絡

((各教員⇒情報教育推進室）各教員⇒情報教育推進室）
申し込みは1ヶ月前までに申込みの連絡をしてもらいます

StepStep２　必要書類の提出２　必要書類の提出

((各教員⇒情報教育推進室）各教員⇒情報教育推進室）
学習指導計画案を用意し、提出してもらいます

StepStep４　打ち合わせ４　打ち合わせ

（各教員・企業サポート担当）（各教員・企業サポート担当）
授業の内容を確認し、どういう点に注意したらよいか考えます

StepStep５　授業サポート当日５　授業サポート当日

（企業サポート担当）（企業サポート担当）
アシスタントとして参加します

StepStep３　サポート日の決定３　サポート日の決定

((各教員・情報教育推進室・企業サポート担当）各教員・情報教育推進室・企業サポート担当）
日程の最終確認をします

授業サポートの流れ

★★今回、今回、Step1Step1の申込みについては実際にはの申込みについては実際には11週間前ぐらいまでは週間前ぐらいまでは
　受け付けました。　受け付けました。
　柔軟な体制が先生方に利用いただくポイントです。　柔軟な体制が先生方に利用いただくポイントです。

ポイント

授業サポートは以下のような流れで行います。

各Stepの詳細は次ページにて紹介します。

資料２を参照のこと
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サポートを希望する先生は、実施予定日の1ヶ月前までに、別紙申込書に記入の
上、情報教育推進室に提出します。（メールで申し込む場合も別紙の内容にそ
って記載。）
　
申し込みに必要な事項（授業ごとに）
日程、時間帯、学年、生徒数、担当教員名、授業内容（概略でも可）、使用するソフト名、貸
与を希望する機器の種類と台数、希望するサポートの形式 

申し込みとともに、授業内容の詳細がわかる学習指導計画案などの書類を用意
し、提出します。書式はとくに決まっていませんが、下記の項目を含んで全体
の流れを授業サポート担当がわかるようにしてもらっています。

学習指導計画案に必要な事項
学習目標、評価、指導計画、留意点

Step１　申し込み

Step２　必要書類の提出

Step３　サポート日の決定

Step４　打ち合わせ

授業のサポートをスムーズに行うため、打ち合わせには授業を担当する先生全
員が参加してもらいます。

打ち合わせ内容
・実践事例など情報の提供
・授業のねらいに合ったソフト等の選定
・授業の進め方、サポート担当の役割の確認
・先生・児童生徒のスキルの確認
・準備作業のチェック

また、希望する先生にはソフトや機器の操作についての事前研修も行います。 

授業サポート詳細ー１

次ページへ
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Step５　授業サポート当日

授業サポート担当はアシスタントとして授業に参加し、必要な操作指導や補助
をおこないます。

・使用ソフトの操作指導や補助
・機器のトラブル対応
・プリンタの紙やインクの補充　等

サポート終了後
サポート内容を踏まえて次回への要望等を先生方から伺います。 

前ページから

授業サポート事前作業

打合せの内容を元に必要な場合は授業に向けた事前作業を行います。

・使用するWebサイトをBookmarkへの追加する
・事前にPCを起動しておく　　　　　　　　　等

他にも下記のような内容が想定されます。

・デジカメで撮影したデータのＰＣやファイルサーバへの取込
・デジカメ等の機材の貸出

授業サポート事後作業

必要な場合は次の授業に向けた事後作業を行います。

・授業時間中に終らなかった印刷物を回収し、先生に届ける
・アプリケーションを終了させ、PCの電源を切る
・児童生徒のワークシートを預かり、スキャナでPDFファイルに読み込む　等

授業サポート詳細ー２


